
（別記） 

令和５年度錦町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 当該地域は、熊本県南部、人吉盆地のほぼ中央に位置し、町内の中央部を国道２１９号

線が東西に横断し、国道と並行して北寄りに球磨川が流れている。稲作を主体として、葉

たばこ、果樹、施設園芸、畜産等の複合経営が主である。 

 また、農業者の高齢化や後継者不足等の問題も深刻化しており、食料自給力・自給率向

上の観点からは、地域の実情に合った農業を展開していき新規需要米や地域振興作物等の

作付拡大を推進する必要がある。 
 
２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 

１ 適地適作の推進 

 当該地域は、様々な高収益作物が栽培されているが、その中でもブロッコリー、オク

ラ、ズッキーニ、ニンニク類、薬用作物、トウガラシ、かぼちゃ、たまねぎを重点作物と

して定めており、水田農業の収益力向上のため、これらの作物を中心に作付の推進を図

る。 

 

２ 収益性・付加価値向上への取組 

 高収益作物への計画的な転換を図るため、地域へ水田農業高収益化推進助成の周知を行

い、産地における水田農業の高収益化を推進する。 

 

３ 新たな市場・需要の開拓 

 当該地域においても、新型コロナウイルス感染症の影響により、収益が減少している状

況であり、今後水田農業を活性化させていくために、「コメ新市場開拓等促進事業」等を

活用して輸出・加工用の生産を推進していく。 

 

４ 生産流通コストの低減 

 生産性向上のために「強い農業づくり総合支援交付金」や「産地生産基盤パワーアップ

事業」等を活用し、施設整備を進めていく。 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

当該地域は、実質化された人・農地プランを策定しており、プランの集落営農組織や認

定農業者など地域の担い手への農地集積を進めていく。 

 また、水田農業高収益化推進助成を周知する中で、水田の利用状況についても点検し、

施設園芸など今後水稲作に活用される見込みがない水田については、地域の実情に応じて

水田の畑地化を推進していく。 

なお、交付対象水田の見直しに伴い、飼料作物・麦等の転換作物を生産する農地につい

ては、収量向上のためブロックローテーションを促す。 

 

 

 



４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

   米の生産数量目標が減少の一途を辿る中、令和４年産の作付実績については４３３

ｈａとなっている。基本技術の励行による上位等級米の確保に努め、需要に応じた生

産を確保し、有機栽培米等の消費者のニーズに即すとともに、地域性を活かした特徴

ある米作りを目指す。 

 

（２）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

    主食用米価格の低迷に伴い、飼料用米の推進を図る。特に、飼料用米に関して   

は畜産農家のみならず養豚農家との連携まで図れるよう推進する。また、産地交付

金を活用し、取組の拡大を図る。 

 

  イ WCS用稲 

    主食用米の需要減が見込まれる中、ＷＣＳ用稲を転換作物の中心に位置付け、耕 

種農家と畜産農家との連携による水田における良質の粗飼料生産を行い、畜産農家 

のコスト低減を図る。 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

   地域の実需者との契約に基づき、現行の栽培面積を維持する。 

 

（４）そば、なたね 

   地域の実需者との契約に基づき、現行の栽培面積を維持する。また、生産性向上の 

ため、排水対策を実施する。 

 

（５）地力増進作物 

   錦町は、令和２年７月豪雨により、河川の氾濫による表土の流出等農地に被害が発 

生した。今後、営農再開に向けては、被災した水田の地力を回復させる必要がある。 

このため、「ソルガム」、「トウモロコシ」、「イタリアンライグラス」、「れんげ」、「ヘ 

アリーベッチ」、「クリムソンクローバー」、「えん麦」を作付けし土壌中に鋤きこむこ 

とで良質な表土の回復を図り、併せて対象水田について高収益作物への転換を図る。 

 

（６）高収益作物 

   産地交付金により園芸作物（野菜等）への支援を行いながら、作付面積の維持・ 

拡大を図る。また、振興を図っている「ブロッコリー」、「オクラ」、「ズッキーニ」、 

「ニンニク類」、「薬用作物」、「トウガラシ」、「かぼちゃ」、「たまねぎ」を振興作物と 

して拡大する。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

433.7 0 411.7 0 435 0

0 0 0 0 0 0

11.6 0 14.4 0 4.5 0

0 0 0 0 0 0

0 0 2 0 1.8 0

426.8 0 449.3 0 420 0

0 0 0 0 0 0

21.5 20.7 22.3 21.4 25 22

0 0 0 0 0 0

669 499.9 583.1 464.7 180 470

・子実用とうもろこし 0 0 0 0 0 0

0.1 0.1 0 0.1 0 0.1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

58 0 51.8 0 60 0

・野菜 42 0 36.4 0 43 0

・花き・花木 1 0 1 0 1 0

・果樹 1.9 0 2.4 0 2 0

・その他の高収益作物 13 0 11.9 0 14 0

・○○

63.5

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和６年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標
（Ｒ４年度） （Ｒ５年度）

前年度（実績） 目標値

作付面積（ha） 10.64 12

反収（kg/10a） 513 660

二毛作の作付面積（ha） 520.74 530

水田利用率（%） 90 100

取組面積（ha） 364.22 400

実施率（%） 32 35

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

27 新市場開拓用米
新市場開拓用米取組拡
大助成（基幹）

取組面積（ha） 0

6

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1

2

飼料用米
飼料用米担い手加算
（基幹）

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ､ｵｸﾗ､ｽﾞｯｷｰﾆ､ﾆﾝﾆｸ
類、薬用作物､ﾄｳｶﾞﾗｼ､ｶﾎﾞ
ﾁｬ､ﾀﾏﾈｷﾞ

重点品目助成（基幹） 作付面積（ha）

4
飼料作物、ＷＣＳ用稲、飼
料用米

資源循環の取組（耕畜
連携　基幹・二毛作）

5

17.19 22

3 麦、飼料作物、そば 二毛作助成（二毛作）

飼料作物等
作付面積（ha）

1112.61 1120

麦
担い手加算(基幹・二毛
作）

作付面積（ha） 19.77 25

野菜、花き・花木、果樹、
雑穀等

振興作物助成（基幹） 作付面積（ha） 40.85 42



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：熊本県

協議会名：錦町農業再生協議会

1 飼料用米担い手加算（基幹） 1 13,000 飼料用米
担い手による肥培管理の実施、出荷業者への出荷、多収品
種の導入。

2 重点品目助成（基幹） 1 24,000
ブロッコリー、オクラ、ズッキーニ、ニンニク類、薬

用作物、とうがらし、かぼちゃ、たまねぎ
肥培管理の実施、出荷業者への出荷。

3 二毛作助成（二毛作） 2 9,000
麦、飼料作物、そば

※飼料作物の範囲は別紙３のとおり
二毛作の作付体系は、①主食用米と対象作物、②戦略作
物と対象作物、③対象作物同士とする。

4
資源循環の取組・わら利用の取組（耕

畜連携・基幹）
3 9,000

飼料作物、ＷＣＳ用稲、飼料用米
※飼料作物の範囲は別紙３のとおり

１年間以上の利用供給協定を締結して、飼料作物生産水田
への堆肥散布の取組を行う。

4
資源循環の取組・わら利用の取組（耕

畜連携・二毛作）
4 9,000

飼料作物
※飼料作物の範囲は別紙３のとおり

１年間以上の利用供給協定を締結して、飼料作物生産水田
への堆肥散布の取組を行う。

5 振興作物助成（基幹） 1 10,000
野菜（整理番号２の重点品目は除く）、花き、花
木、果樹、雑穀、その他作物（薬用作物を除く）

※具体的な作物は別紙５のとおり
肥培管理の実施、出荷業者への販売。

6 担い手加算（基幹） 1 8,000 麦 担い手による肥培管理の実施、出荷業者への販売。

6 担い手加算（二毛作） 2 8,000 麦 担い手による肥培管理の実施、出荷業者への販売。

7 新市場開拓用米取組拡大助成（基幹） 1 10,000 新市場開拓用米（輸出用米） 新規需要米取組計画の認定を受けること

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


